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＜連絡事項＞
・土日栄養スタッフが不在になるため、金曜日の夕方に各病棟に「連絡すみ事項」の用紙を配ることになります。入退院や転入出、食事形態変更した際はその用紙に記載して下さい。
・浴室に冷風機を置いていますが、夜間ずっとスイッチが入ったままとなっている事があったため、入浴後は電源を切るようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞
・内田　都影様～11時療養環境変更目的にて西病棟へ転出となっています。姉様へ移動の連絡は済んでいます。財布とノートは北病棟で保管しており、8/16(金)に取りに来る予定です。
・松谷　和也様～15:15生活訓練施設　青山荘へ退院となっています。

・巴　勇樹様～気分転換のため外出へ行かれています。内服薬の飲み忘れはなく、嗜好品や日用品持ち込みあります。体重の増加ありません。五戸の役場に行きややまばと寮の申請をしたら、男性より女性が欲しいと言われたと話しています。
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～食事は2/3以上摂取できており、作業や入浴への拒否なく穏やかに経過しています。嗜好品の要求はありますが、過度な訴えはありません。
・小笠原　文人様～軽躁状態ではありますが、日課への支障はなく、他者とのトラブルもみられません。歯科受診予約していますが、待ちの状態となっています。食事全量摂取しています。
＜深澤Ｄｒのケース検討＞
・五日市　規様～時折壁叩きが見られていますが、話しかけには穏やかに対応しています。最近は20:30には就床しており、夜間の睡眠もとれています。
・松永　勘五郎様～買い物に単独で行こうとする事が見られています。本人様へ再度説明し、所在を確認していきましょう。
・中村　豊様～身体不調を訴えることなく、プログラム参加する事ができています。飲水行動も徐々に減ってきています。余暇は自室で過ごすことが多いです。大声を出したり、放歌聞かれていますが、他者とのトラブルはありません。
＜金Ｄｒのケース検討・診察情報＞　
・巴　勇樹様～飲水量が多く、制御できないためコップを預かり中です。体重は1日4回測定していますが大幅な増加はなく経過しています。コップを返却しない事が多いため、介入していきましょう。今後も飲水量を確認していきましょう。
・高橋　康満様～集音器の購入については、後日スタッフと外出して購入すると話しています。
・十日市　利喜様～夜間ふらついていることがある事を情報提供していますが、本人へ聞いても否定しています。夜間の歩行状態に注意していきましょう。
・小笠原　文人様～軽躁状態ではあり、担当医の質問に少し的外れな返答をしている事があります。土日のスタッフ付き添いの買い物は状態をみて判断していきましょう。
※来週診察がないため、14日分処方となっています。
＜転入患者様情報＞
　氏　　名：飯田　修子（いいだ　のぶこ）様

　生年月日：昭和43年9月12日　50歳

　病　　名：統合失調症

　　担当医:深澤Dr

　入院形態:任意入院
　経過：
平成3年頃より幻覚や妄想等の精神病症状が出現し、その後徐々に悪化し病的体験に影響を受けて警察へ頻回に通報するようになっていた。平成5年2月1日に八戸赤十字病院の精神科を受診し統合失調症と診断され同日から同年年6月5日まで同院で入院加療が行われた。以後、幻覚妄想状態の悪化のため他の精神科病院を含め計16回の入院歴があった。平成26年3月22日に湊病院を退院後は自宅療養となり、同院へ通院し治療を継続する予定であったが、徐々に幻聴や被害妄想などが悪化し、家族への暴言や粗暴行為、奇異な行動が顕著となった。前医での治療を断られたため同年5月8日に当院を初診し、同日当院に1回目の入院となった。入院後も積極的な加療を行ったが、幻覚妄想状態が著明に悪化したため平成27年4月14日から同年5月28日まで修正型電気けいれん療法の施行のため八戸赤十字病院の精神科に転院となった。その後当院へ転院し、平成28年10月26日には自宅に退院となった。同年12月31日から平成29年1月2日にも幻覚妄想状態の悪化のため当院3回目の入院加療を行ったが、退院直後より興奮や易怒性の亢進、不眠などが悪化したため同月11日には当院4回目の入院となった(任意入院)。平成30年9月上旬より徐々に興奮や粗暴行為、他者への攻撃的な言動や衝動行為が悪化したため、同月21日に入院形態を医療保護へと変更とした。変更後、精神療法・薬物療法・作業療法を積極的に行ったことにより病状が安定し、本人より入院加療に対する同意を得られたことから令和元年5月21日に入院形態を任意入院へ変更している。

※備考
　・受け持ち:羽田Ｎｓ/田口Ｎｓ/石橋Ｃｗ
　・問題行動：気分変動による易怒性や興奮、他者トラブル

　・処置：両足底ウリモックス塗布(指示：～8/19(月))
　・ＩＦオーダー：不穏時・疼痛時・排便困難時・不眠時
文字オーダー：下痢が持続する際　臨時薬から緩下剤を除剤する
　・作業・ＳＳＴ導入

　・ＡＤＬ自立
　・食事：常食　海藻・赤飯禁
　・買い物カードなし　私物発注伝票にて購入(上限なし)
　・単独外出時：ライターと煙草持参している→検討必要
　・母は今月よりみちのく記念病院に入院しているため、連絡先は長女様(飯田智子様)。
氏　　名：松谷　さと子（まつや　さとこ）様

　生年月日：昭和34年9月16日　59歳

　病　　名：統合失調症

　　担当医:深澤Dr

　入院形態:任意入院
経過：
　昭和60年頃から統合失調症と診断され八戸赤十字病院の精神科へ通院していたが、昭和61年より徐々に興奮や不安感、緊張感、まとまりに欠ける言動などが悪化し、平成元年5月17日に同院に入院。退院後の同年8月21日からみちのく記念病院へ通院していた。以後､幻聴や被害妄想､易怒性等の精神症状の再燃を繰り返し､同院へ計9回の入院歴があった。その後平成18年3月3日に当院を初診し以後通院を継続していたが、同様精神症状は不安定な状態が持続し、平成18年9月13日～同年12月18日と平成28年2月10日～同年6月15日の当院への2回の入院歴があった。しかし、その後も病識は乏しく、服薬アドヒアランスも不良な状態が持続していた。同年9月頃より怠薬が目立つようになり興奮や被害妄想などが徐々に悪化。さらに近隣住民や家族へ暴言を吐いたり興奮して一方的に話し続けたりなどの症状が著明となっていた同年10月3日には近隣住民宅に大声で叫びながら侵入したため、警察の介入のもと姉や保健師に付き添われ当院を受診し、同日当院3回目の入院となった。薬物療法等により病状が安定し、入院治療に対する同意が得られたことから、平成29年5月24日任意入院へ入院形態変更。
　※備考
　・受け持ち:岩藤Ｎｓ/三浦Ｎｓ
　・問題行動：物盗られ妄想による興奮、他者トラブル

　・処置：なし
　・ＩＦオーダー：不安・不穏時、不穏・興奮時、便秘時、興奮時(注射)

文字オーダー：下痢症状持続する際は就床前のセンナリド除剤
　・作業・ＳＳＴ導入

　・ＡＤＬ自立
　・洗濯：自己

　・食事：常食　グレープフルーツ禁
　・嗜好品：スタッフ管理

　・買い物カードなし　私物発注伝票にて購入(8000円/月)
　・単独外出については、家族の了承が得られれば可能。家族としては、金銭の使い方に不安があるが、それができれば単独外出には了承している。
　・退院先は自宅であるが、自宅の修繕が必要な個所が多数あり、すぐには住めない。
